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北
方
型
住
宅
は
北
海
道
で

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
住
ま

い
を
目
指
し
て
昭
和
63
年
度

か
ら
産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て
開
発
・
普
及
を
進
め
、
平

成
２
年
度
に
認
定
制
度
が
ス

タ
ー
ト
。
高
断
熱
・
高
気
密

化
や
高
耐
久
化
、
ゆ
と
り
の

確
保
な
ど
、
省
エ
ネ
化
技
術

を
始
め
こ
れ
ま
で
北
総
研
が

行
っ
て
き
た
研
究
が
基
準
策

定
に
活
か
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
融
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増

　

北
総
研
は
50
年
の
歴
史
の
中
で
数
多
く
の
研
究
・
調
査
を
行
い
、
積
雪
寒
冷
地

に
お
け
る
住
宅
・
建
築
の
性
能
向
上
や
合
理
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ

の
中
で
も
特
に
注
目
を
集
め
た
研
究
・
調
査
を
紹
介
し
た
い
。

北
海
道
基
準
�
住
�
�

各
研
究
部
�
横
断
的
�
取
�
組
�

�
北
方
型
住
宅

平成２年に完成した北方型住宅団地・旭川ウッドタウン緑が丘に建
てられた住宅

■スカート断熱

基礎工事を合理化
水平断熱で凍結深度浅く

基礎断熱工法とスカ
ート断熱工法の違い

過
去
〜
現
在
、そ
し
て
未
来
へ

北
総
研
50
年
�
軌
跡
�
�
�
�
�

北　総　研
50周年特集

　

寒
冷
地
住
宅
の
技
術
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
道
立
北
方
建
築
総
合
研
究
所
（
北
総
研
）
が
、
今

年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
。
昭
和
30
年
の
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
様
々
な
研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
道
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
き
た
が
、
今
後
も
道
内
の
住
環
境
向
上
に

か
か
る
道
民
の
期
待
は
大
き
く
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
、
成
田
所
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
交
え
な
が
ら
改
め
て
北
総
研
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
現
在
の
研
究
・
調
査
活
動
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

加
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
顕
在
化
な

ど
15
年
間
で
住
宅
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
背
景
に
、
平
成
14
年
度

か
ら
新
た
な
基
準
づ
く
り
に

着
手
。
北
総
研
で
は
北
方
型

住
宅
の
居
住
者
を
対
象
と
し

た
調
査
や
新
築
住
宅
の
性
能

水
準
、
住
宅
生
産
者
を
対
象

と
し
た
仕
様
な
ど
の
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
次
世
代
北
方

型
住
宅
に
関
す
る
研
究
を
各

研
究
部
で
横
断
的
に
取
り
組

今年４月から新しくス
タートした北方型住宅
の外観（上）と敷地の使
い方のイメージの一例

み
、
そ
の
成
果
が
ユ
ー
ザ
ー

向
け
の
解
説
書
や
技
術
者
向

け
の
技
術
解
説
書
に
研
究
成

果
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、

今
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

新
し
い
北
方
型
住
宅
基
準
に

反
映
さ
れ
た
。

　

凍
結
深
度
を
浅
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
基
礎
工
事
を
合

理
化
し
、
コ
ス
ト
の
低
減
も

図
る
ス
カ
ー
ト
断
熱
工
法
。

平
成
９
年
に
基
準
化
し
、
設

計
指
針
を
発
表
し
た
。

　

基
礎
断
熱
を
前
提
と
し
、

基
礎
外
周
の
地
中
に
水
勾
配

を
つ
け
て
断
熱
材
を
敷
設
す

る
こ
と
で
地
盤
凍
結
を
防

ぎ
、
基
礎
を
浅
く
す
る
。
試

算
に
よ
る
と
一
般
基
礎
と
床

下
断
熱
の
組
み
合
わ
せ
を
基

礎
断
熱
と
ス
カ
ー
ト
断
熱
を

組
み
合
わ
せ
た
工
法
に
し
た

場
合
、
基
礎
工
事
に
か
か
る

工
事
費
が
10
％
以
上
（
試
算

値
）
低
減
可
能
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
特
に
凍
結
深
度
が

深
い
道
東
や
一
部
道
北
地
域

で
採
用
例
が
多
く
、
そ
の
効

果
も
大
き
い
。
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■鋼板外装

地域経済にも貢献
外断熱にリブ形状の鋼板

鋼板外装システムを採用した旭川市内の北総研公宅

■グラスウール外張断熱工法

木部の熱橋を解消
高断熱化も同時に実現

鉄骨造に適用した鋼板外装システムの納まり

グラスウール外張断熱工法の施工
現場。黒い部材が通気胴縁を留め
るスペーサー

　

従
来
の
外
断
熱
外
装
と
比

較
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
耐
久
性
が

高
く
、
施
工
性
な
ど
に
も
優

れ
た
外
断
熱
外
装
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
民
間
企
業
３
社
と

共
同
研
究
を
行
い
開
発
し
た

鋼
板
外
装
シ
ス
テ
ム
。
躯
体

の
外
側
に
繊
維
系
断
熱
材
を

施
工
し
、
そ
の
上
か
ら
通
気

層
の
機
能
を
持
つ
リ
ブ
形
状

の
鋼
板
外
装
材
を
軽
量
鉄
骨

の
下
地
に
取
り
付
け
る
。

　

主
に
Ｒ
Ｃ
造
や
Ｓ
造
な
ど

の
構
法
に
採
用
可
能
で
、
耐

久
性
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

納
ま
り
全
体
が
原
則
シ
ー
リ

ン
グ
に
頼
ら
な
い
で
済
む
オ

ー
プ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
断
熱
材
、
軽
量
鉄

骨
下
地
材
、
外
装
鋼
板
が
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
構
成
な
の

で
、
部
分
的
に
壊
れ
た
時
の

補
修
や
、
建
物
解
体
時
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
も
適
し
て
い

る
。
さ
ら
に
適
切
な
技
術
指

導
に
よ
り
、
ど
の
地
域
で
も

地
場
の
板
金
業
者
が
施
工
で

き
る
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の

貢
献
と
い
う
面
で
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

現
在
は
中
低
層
の
共
同
住

宅
や
一
般
建
築
物
向
け
で
あ

る
が
、
戸
建
住
宅
へ
の
適
用

も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

鋼板外装システムの窓廻り上部（右）と下部（左）の納まり

　

住
宅
の
よ
り
い
っ
そ
う
の

高
断
熱
化
と
躯
体
の
熱
橋

（
ヒ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
）
低
減

を
目
的
と
し
た
、
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
ボ
ー
ド
に
よ
る
外
張
り

断
熱
工
法
。
業
界
団
体
と
共

同
研
究
・
開
発
を
行
っ
た
。

　

木
造
住
宅
の
高
断
熱
化
に

と
も
な
っ
て
断
熱
材
と
構
造

木
材
の
断
熱
性
能
の
差
が
広

が
り
、
柱
や
間
柱
な
ど
構
造

木
材
が
熱
橋
と
な
っ
て
住
宅

全
体
の
断
熱
性
能
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
こ
の
工
法
で
は

構
造
木
材
に
よ
る
熱
橋
を
低

減
す
る
た
め
、
外
壁
室
外
側

に
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
ボ
ー
ド
を

外
張
り
す
る
こ
と
で
、
高
断

熱
化
と
熱
橋
低
減
を
同
時
に

実
現
す
る
。

　

施
工
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
外
壁
の
構
造
用
合
板

の
上
に
防
湿
・
気
密
フ
ィ
ル

ム
を
張
っ
て
横
桟
を
流
し
、

そ
の
間
に
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
ボ

ー
ド
を
施
工
し
て
透
湿
・
防

水
シ
ー
ト
を
張
っ
て
か
ら
胴

縁
を
打
っ
て
外
装
仕
上
げ
と

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

グラスウール外張断熱工法を応用した付加断熱（ダブル断熱）の納まり
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■北総研庁舎

研究成果の集大成
寒冷地のパイロットモデル

北総研庁舎の環境負荷低減手法

管理研究棟と実験棟をつなぐアトリウム

　
「
21
世
紀
の
寒
冷
地
施
設

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
」
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
研
究
・
調

査
の
成
果
を
反
映
さ
せ
、
環

境
共
生
と
省
エ
ネ
・
高
耐
久

を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
た

の
が
北
総
研
の
庁
舎
。
50
年

に
わ
た
る
研
究
成
果
を
総
結

集
し
た
建
築
物
で
、
平
成
15

年
度
㈶
建
築
環
境
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
構
主
催
の
第
10
回

環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築

賞
で
最
も
優
れ
た
建
築
物
に

贈
ら
れ
る
国
土
交
通
大
臣
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
さ
ら
に

今
年
、
空
気
調
和
・
衛
生
工

学
会
賞
の
技
術
賞
も
受
賞
し

た
。

　

管
理
研
究
棟
と
実
験
棟
が

ア
ト
リ
ウ
ム
を
介
し
て
一
体

と
な
っ
て
お
り
、
地
上
４

階
、
地
下
１
階
の
鉄
骨
造

（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
）。
延
床
面
積
は
８
３
５

環境共生と省エネ・高耐久を高いレベルで実現した北総研庁舎全景

�
�
�
�
技
術
�
応
用

氷
冷
房
�
�
�
�
�
�
�
�

棟
を
含
む
）。

　

外
壁
部
分
は
、
管
理
研
究

棟
が
硬
質
発
泡
ウ
レ
タ
ン
１

０
０
㎜
、
実
験
棟
が
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
ボ
ー
ド
32
Ｋ
２
０
０

㎜
に
よ
る
外
断
熱
と
し
、
外

装
仕
上
げ
は
塗
装
溶
融
55
％

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム―

亜
鉛
メ

ッ
キ
鋼
板
等
を
オ
ー
プ
ン
ジ

ョ
イ
ン
ト
工
法
で
仕
上
げ
る

外
断
熱
・
鋼
板
外
装
シ
ス
テ

ム
を
採
用
。
省
エ
ネ
・
高
耐

久
・
フ
リ
ー
メ
ン
テ
を
実
現

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
基
礎
外

　

暖
冷
房
設
備
を
見
る
と
、

冬
期
は
温
水
パ
ネ
ル
式
セ
ン

ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
暖

房
す
る
が
、
夏
期
は
一
部
の

部
屋
を
除
き
エ
ア
コ
ン
は
使

わ
ず
、
地
下
の
ア
イ
ス
シ
ェ

ル
タ
ー
で
冷
や
し
た
新
鮮
外

気
を
各
室
に
給
気
す
る
氷
冷

房
を
試
験
的
に
実
施
。
換
気

は
実
験
棟
か
ら
取
り
入
れ
た

新
鮮
外
気
が
、
ア
ト
リ
ウ
ム

内
の
３
本
の
大
断
面
ダ
ク
ト

か
ら
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
フ
ロ

ア
の
床
下
を
経
由
し
執
務
空

間
に
給
気
さ
れ
、
ア
ト
リ
ウ

ム
側
の
欄
間
な
ど
を
経
由
し

て
排
気
さ
れ
る
と
い
う
、
ド

ラ
フ
ト
効
果
を
利
用
し
た
パ

ッ
シ
ブ
換
気
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
管
理
研
究
棟

で
は
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低

減
を
図
る
た
め
、
南
西
側
の

窓
面
に
は
日
射
遮
蔽
と
同
時

に
太
陽
光
や
積
雪
の
反
射
光

な
ど
自
然
の
光
を
室
内
に
取

り
入
れ
る
ラ
イ
ト
シ
ェ
ル
フ

（
反
射
板
）
と
拡
散
ガ
ラ
ス

を
採
用
。
ア
ト
リ
ウ
ム
か
ら

の
自
然
光
も
積
極
的
に
導
入

し
、
他
の
一
般
建
築
と
比
較

し
て
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。

６
㎡
（
敷
地
内
別
棟
の
実
験

周
部
と
屋
根
は
押
出
ス
チ
レ

ン
フ
ォ
ー
ム
Ｂ
３
種
１
０
０

㎜
で
断
熱
、
開
口
部
に
は
ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
封
入
Ｌ
ｏ
ｗ―

Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
採
用
す
る

な
ど
、
優
れ
た
断
熱
性
能
を

誇
る
。

氷冷房で新鮮外気を冷やすのに利用するアイスシェルター

自然の光を室内に取り入れるライトシェルフ
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北
総
研
の
歩
み

　

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
本
州
の
研
究
機
関
で
は
困
難
な
積
雪
寒
冷
地
の
住
宅
・
建

築
を
研
究
・
調
査
し
て
き
た
北
総
研
。
そ
の
歩
み
を
こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
た

い
。

北
方
型
住
宅
�
確
立

�
�
�
面
�
配
慮
�
�
研
究
�

�
寒
地
住
宅
都
市
研
究
所
時
代

●北方建築総合研究所時代

研究領域を拡大･充実
性能評価も積極的に展開

北総研の起源となる寒地建築研究所設立当時の庁舎

寒地建築研究所で研究業務を行う職員の様子

寒地建築研究所時代から寒地住宅都市研究所時代まで研究・調査の拠点
となった庁舎

防
寒
�
�
省
�
�
化
�

寒
冷
地
特
有
�
問
題
�
解
決

�
寒
地
建
築
研
究
所
時
代

平成14年に旭川リサーチパーク内に完成した北総研庁舎

　

北
総
研
の
起
源
は
、
防
寒

住
宅
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
造
住

宅
の
建
設
が
盛
ん
だ
っ
た
昭

和
30
年
に
道
の
３
つ
の
建
築

関
連
部
門
を
統
合
し
て
設
立

さ
れ
た
寒
地
建
築
研
究
所
。

道
建
築
部
（
現
建
設
部
）
所

管
の
も
と
、
第
１
研
究
部
・

第
２
研
究
部
・
指
導
部
・
総

務
部
の
４
部
８
課
で
構
成
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
琴
似
駅
近
く
の
旧

ブ
ロ
ッ
ク
指
導
所
庁
舎
内
で

業
務
を
開
始
し
た
。

　

昭
和
32
年
に
は
北
総
研
と

し
て
旭
川
に
移
転
す
る
ま
で

使
わ
れ
て
い
た
庁
舎
が
札
幌

市
琴
似
町
（
現
西
区
）
二
十

四
軒
に
落
成
。
そ
の
後
も
耐

火
実
験
室
や
低
温
実
験
室
、

恒
温
恒
湿
室
な
ど
を
完
成
さ

せ
る
と
と
も
に
、
昭
和
36

年
、
40
年
と
二
度
に
わ
た
る

機
構
改
革
も
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
昭
和
60
年
に
30
周
年
を

迎
え
、
そ
の
翌
年
か
ら
は
各

研
究
部
に
主
任
研
究
員
を
置

く
な
ど
、
研
究
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
き
た
。

　

寒
地
建
築
研
究
所
時
代
の

調
査
研
究
は
住
宅
や
一
般
建

築
物
か
ら
団
地
、
都
市
計
画

ま
で
及
び
、
住
環
境
の
質
的

改
善
や
建
築
技
術
に
関
す
る

寒
冷
地
特
有
の
諸
問
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結

果
、
建
築
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
生

産
技
術
と
品
質
の
向
上
、
防

寒
工
法
、
各
種
建
築
材
料
の

寒
冷
地
へ
の
適
用
、
施
工
法

の
改
善
な
ど
道
内
に
適
し
た

寒
地
住
宅
の
実
現
に
多
く
の

成
果
を
残
し
て
き
た
。

　

主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
は
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
生
産
技

術
に
関
す
る
一
連
の
研
究
」

「
寒
地
住
宅
の
設
計
・
計
画

に
関
す
る
一
連
の
研
究
」
な

ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
２
度
の
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
や
旧
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
の
登
場
を
背
景
に
住
宅

の
高
断
熱
化
が
求
め
ら
れ
て

い
た
中
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

防
寒
住
宅
に
関
す
る
一
連
の

研
究
」
を
行
っ
た
。

　

高
断
熱
・
高
気
密
化
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
平
成
元
年

に
は
再
び
機
構
改
革
が
行
わ

れ
、
寒
地
住
宅
都
市
研
究
所

に
改
称
。
従
来
の
研
究
分
野

に
加
え
て
、
住
ま
い
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に

も
配
慮
し
た
研
究
・
調
査
を

進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

第
１
〜
第
３
研
究
部
を
、
居

住
科
学
部
・
環
境
科
学
部
・

生
産
技
術
部
と
し
、
各
部
と

も
２
科
制
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
代
は
、
新
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
や
次
世
代
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
準
が
告
示
さ

れ
、
環
境
問
題
や
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
、
高
齢
化
社
会
の
進
行

な
ど
に
よ
っ
て
住
ま
い
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
複
雑
・
多
様

化
す
る
中
、
平
成
９
年
度
に

は
安
全
と
安
心
、
環
境
と
の

調
和
、
人
へ
の
や
さ
し
さ
、

地
域
と
生
活
、
産
業
と
技
術

の
５
つ
を
基
本
目
標
と
し
て

中
長
期
研
究
計
画
を
定
め
、

防
災
や
環
境
、
高
齢
化
と
い

っ
た
新
た
な
課
題
に
対
応
。

同
時
に
積
雪
寒
冷
と
い
う
道

内
の
気
候
特
性
を
踏
ま
え

て
、
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
総
合
的
な
研
究
・
調
査
が

進
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
は
新
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
に
先
駆
け
て
高
断

熱
・
高
気
密
住
宅
を
基
準
化

し
た
北
方
型
住
宅
の
開
発
・

普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
ほ
か
、
外
張
り
断
熱
や

パ
ッ
シ
ブ
換
気
、
ス
カ
ー
ト

断
熱
と
い
っ
た
寒
冷
地
な
ら

で
は
の
技
術
開
発
が
道
内
外

の
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
か
ら
注

目
を
集
め
た
。

　

主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
は
、
「
北
方
型
住
宅
に
関

す
る
研
究
」
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
１
０
０
年
住
宅
に
関
す
る

研
究
」
「
地
域
中
小
工
務
店

の
住
宅
生
産
構
造
に
関
す
る

研
究
」
「
住
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

平
成
14
年
に
は
旧
庁
舎
の

老
朽
化
に
と
も
な
い
、
寒
地

建
築
を
研
究
す
る
に
は
雪
や

寒
さ
な
ど
の
気
候
条
件
面
で

最
も
適
し
た
地
域
で
あ
る
旭

川
市
に
研
究
所
を
移
転
。
旭

川
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
に
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
研
究
成

果
を
反
映
し
た
新
庁
舎
を
完

成
さ
せ
た
。

　

研
究
領
域
の
拡
大
と
充

実
、
積
極
的
な
情
報
発
信
、

企
業
・
道
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
を
図
る
た
め
、
移
転
と

同
時
に
機
構
改
革
も
行
わ

れ
、
寒
地
住
宅
都
市
研
究
所

か
ら
北
方
建
築
総
合
研
究
所

に
改
称
。
総
務
部
を
企
画
総

務
部
と
し
て
総
務
課
・
企
画

指
導
室
の
１
課
１
室
制
と
し

た
ほ
か
、
２
科
制
だ
っ
た
居

住
科
学
部
と
環
境
科
学
部
を

そ
れ
ぞ
れ
３
科
制
に
改
組
し

た
。

　

旭
川
移
転
後
も
環
境
負
荷

低
減
技
術
の
開
発
や
次
世
代

北
方
型
住
宅
の
実
現
に
向
け

た
技
術
開
発
な
ど
、
時
代
や

道
内
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
研

究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
建

材
な
ど
の
各
種
依
頼
試
験
や

性
能
評
価
業
務
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　

旭
川
移
転
後
の
主
要
な
研

究
テ
ー
マ
は
、
「
次
世
代
北

方
型
住
宅
に
関
す
る
研
究
」

「
道
北
の
地
域
特
性
に
配
慮

し
た
循
環
型
住
宅
の
技
術
開

発
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
廃
材

の
全
量
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に

関
す
る
研
究
」
「
活
断
層
被

害
予
測
マ
ッ
プ
及
び
防
災
マ

ッ
プ
の
作
成
に
関
す
る
研

究
」
「
広
域
景
観
づ
く
り
の

初
動
期
に
お
け
る
地
域
連
携

に
関
す
る
研
究
」
な
ど
が
あ

る
。
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―

北
総
研
が
こ
の
50
年

で
道
内
の
住
環
境
の
改
善
に

果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
「
住
ま
い
の

改
善
を
行
う
こ
と
で
道
民
生

活
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う

視
点
で
様
々
な
業
務
に
取
り

組
み
、
そ
の
時
代
ご
と
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
住
ま
い
の
あ

り
方
を
考
え
た
研
究
・
調
査

に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。

　

寒
地
建
築
研
究
所
、
寒
地

住
宅
都
市
研
究
所
、
そ
し
て

北
方
建
築
総
合
研
究
所
と
、

３
つ
の
名
称
で
活
動
す
る
中

で
、
時
代
の
流
れ
を
受
け
た

機
構
改
革
や
中
長
期
研
究
計

画
の
策
定
な
ど
に
よ
っ
て
方

向
性
を
定
め
、
広
い
視
野
を

持
っ
て
計
画
的
に
各
種
研

究
・
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
中
で
も
昭
和
30
年
代

に
〝
防
寒
住
宅
〞
と
し
て
手

掛
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造
に
よ
る
三
角
屋
根
の

住
宅
の
開
発
・
普
及
と
、
昭

和
63
年
度
か
ら
研
究
開
発
が

行
わ
れ
た
北
方
型
住
宅
の
基

準
策
定
に
果
た
し
て
き
た
役

割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で

し
た
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
研
究
を
昭
和
59
年
度

か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
現
在
の
社
会
を
考
え
る

と
、
先
見
性
の
あ
る
研
究
だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

―

50
年
の
歴
史
の
中
で

節
目
と
な
っ
た
研
究
、
特
に

力
を
入
れ
た
研
究
・
調
査
は

あ
り
ま
す
か
。

　

北
方
型
住
宅
は
い
ろ
い
ろ

な
要
素
を
含
ん
だ
研
究
で
あ

り
、
大
き
な
成
果
の
１
つ
で

す
。
最
初
の
基
準
で
は
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
省
エ
ネ
性
能
、

雪
処
理
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

考
え
た
配
置
計
画
な
ど
を
求

め
ま
し
た
が
、
基
準
を
策
定

す
る
過
程
で
行
わ
れ
た
様
々

な
研
究
・
調
査
は
、
そ
の
後

の
道
内
の
住
生
活
向
上
を
考

え
る
う
え
で
大
い
に
役
立
つ

な
ど
道
内
の
住
環
境
の
質
的

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お

り
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
研

究
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成田泰雄所長

　

ま
た
、
住
宅
・
建
築
の
省

エ
ネ
技
術
に
関
す
る
研
究
も

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
視
点
で
見
て

も
、
本
道
の
省
エ
ネ
技
術
は

最
も
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
国
が
省
エ
ネ
に
関
す

る
基
準
を
策
定
す
る
時
に

も
、
私
ど
も
に
意
見
を
求

め
、
参
考
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
大
き
な
成
果
を
得
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
研

究
例
と
し
て
は
、
建
物
の
省

エ
ネ
化
や
高
耐
久
化
を
考
え

る
う
え
で
の
外
断
熱
の
有
効

性
の
検
証
や
、
化
石
燃
料
に

頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

方
法
の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
で
は
、
公
営
住

宅
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
導
入
も
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
１

つ
の
方
向
性
を
示
し
た
研
究

で
あ
り
、
社
会
的
に
も
貢
献

度
が
高
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

環
境･

防
災
�
重
視

民
間
�
�
交
流･

連
携
�
強
化

　
―

現
在
、
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

研
究
・
調
査
と
し
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
廃
材
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
環
境
負
荷
低
減
へ

の
取
り
組
み
、
活
断
層
が
あ

る
地
域
の
地
震
被
害
予
測
や

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
方
法
の

研
究
な
ど
防
災
対
策
の
取
り

組
み
、
北
海
道
の
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
を
活
か
し
た
広

域
景
観
づ
く
り
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
力
を
入
れ
る
と
い

う
意
味
で
は
、
研
究
成
果
を

広
く
普
及
啓
発
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
住
宅
・
建

築
の
関
係
者
が
、
素
朴
な
疑

問
１
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ

う
な
、
頼
り
が
い
の
あ
る
研

究
所
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研
究
発
表

や
講
演
な
ど
は
も
っ
と
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
研
究
成
果

を
伝
え
た
り
、
住
宅
・
建
築

産
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
―

将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

　

道
行
政
の
課
題
と
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
の
検
証
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
研
究
所
の

体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
例
え
ば
当
研
究
所
に

は
40
名
の
研
究
者
が
専
門
分

野
ご
と
に
研
究
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
人
員

で
は
限
界
も
あ
る
た
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
研
究
が
手
詰

ま
り
に
な
り
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
研
究
・
調
査
手
法

を
見
直
し
、
よ
り
良
い
成
果

を
出
す
た
め
に
、
必
要
で
あ

れ
ば
民
間
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
方
な
ど
外
部
と
の
連
携

も
検
討
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
住
宅
・
建
築
に
対
す
る

時
代
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一

方
で
す
が
、
そ
れ
に
応
え
る

に
は
外
部
の
力
を
借
り
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
私
ど
も
の
役
目

は
道
民
の
方
々
に
き
ち
ん
と

し
た
研
究
成
果
を
出
す
こ
と

な
の
で
、
そ
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―

最
後
に
道
内
の
住

宅
・
建
築
業
者
の
方
々
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

私
ど
も
は
研
究
成
果
に
関

し
て
官
民
問
わ
ず
情
報
発
信

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特

に
こ
れ
か
ら
は
時
代
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
迅
速
な
成
果
が
求

め
ら
れ
る
研
究
に
対
し
て
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、
民

間
と
お
互
い
の
情
報
発
信
・

交
流
も
密
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
住
環
境
の
向
上
や

都
市
再
生
な
ど
に
よ
っ
て
、

道
内
の
建
築
物
を
有
益
な
社

会
資
産
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
民
間
と
の
連
携
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
と
し

て
道
内
の
地
域
・
企
業
の
発

展
に
つ
な
が
れ
ば
、
道
の
研

究
機
関
と
し
て
こ
れ
以
上
の

喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
民
�
住
生
活
�
貢
献

北
方
型
住
宅
�
�
�
成
果
残
�今年６月に行われた平成17年調査研究報告会では、北総研の代表的な研究

成果である次世代北方型住宅をテーマに報告やパネルディスカッションが
行われた

北総研の実験住宅で行われた道産Ｉ型梁の施工説明会。このように研究
成果の普及啓発には今後さらに力を入れる意向だ

　

設
立
50
周
年
を
迎
え
た
今
年
４
月
に
18
代
目
の

所
長
と
な
っ
た
成
田
泰
雄
氏
に
、
北
総
研
が
こ
れ

ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
と
将
来
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。
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充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

材
料
開
発
や
技
術
開
発
を

支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

http://www.hri.pref.hokkaido.jp/ホームページ

info@hri.pref.hokkaido.jp電子メール

　

北
総
研
で
は
研
究
・
調
査
活
動
以
外
に
も
、
住
宅
・
建
築
関
連
企
業
や
各
市
町

村
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
各
種
依
頼
試
験
・
性
能
評
価
、
講
師
派
遣
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

▼依頼試験

民間等の材料・

技術開発を支援

街
地
の
模
型
に
よ
る
風
洞
実

験
な
ど
を
行
う
「
建
築
物
ま

た
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

試
験
」
の
６
つ
。

ま
た
は
所
在
地
が
道
内
の
企

業
等
に
限
る
。

　

材
料
・
技
術
開
発
の
支
援

を
目
的
に
、
道
内
住
宅
・
建

築
関
連
企
業
な
ど
が
、
各
実

耐火試験装置（上）や水密試験装置（下）など、充実
した実験設備で依頼試験や性能評価を始め多様な
ニーズに対応する

▼
性
能
評
価

東
北
以
北
�
唯
一
�

�
�
�

性
能
評
価
機
関

向
上
と
開
発
コ
ス
ト
縮
減
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

性
能
評
価
を
行
っ
て
い
る

の
は
、「
防
耐
火
構
造
及
び

防
火
設
備
の
耐
火
性
能
」

「
防
火
材
料
の
不
燃
性
能
」

「
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
発
散

建
築
材
料
の
性
能
」
の
３
区

分
。
た
だ
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
「
防
耐
火
構
造
及
び
防
火

設
備
の
耐
火
性
能
」
は
住
所

　

北
総
研
は
建
築
基
準
法
に

基
づ
く
建
築
材
料
や
構
造
方

法
な
ど
の
認
定
に
必
要
な
性

能
評
価
業
務
を
行
う
国
土
交

通
大
臣
指
定
の
「
指
定
性
能

評
価
機
関
」
と
し
て
、
全
国

６
ヶ
所
の
中
で
東
北
以
北
で

は
唯
一
、
指
定
を
受
け
て
お

り
、
道
内
の
住
宅
・
建
築
関

連
企
業
が
新
し
い
工
法
・
材

料
を
開
発
す
る
際
の
利
便
性

▼出前講座

多彩なテーマで

職員が講演

験
室
や
機
械
・
器
具
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

部
屋
の
温
湿
度
環
境
や
広

▼
施
設･

機
器
の
利
用

実
験
室
�
�
�

�
�
�

企
業
等
�
開
放

さ
、
明
る
さ
の
変
化
に
対
す

る
人
間
の
知
覚
や
心
理
状
態

を
調
査
で
き
る
室
内
環
境
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
室
や
冬
期
間
の

室
外
環
境
を
再
現
で
き
る
外

部
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
室
、

構
造
体
や
建
材
の
音
響
・
遮

音
性
能
を
調
べ
る
こ
と
が
可

能
な
防
音
実
験
室
の
ほ
か
、

風
洞
装
置
、
大
型
振
動
台
な

ど
が
利
用
可
能
。

ど
が
実
施
す
る
講
演
会
や
勉

強
会
な
ど
に
職
員
が
出
向
い

て
、
北
総
研
の
研
究
成
果
を

わ
か
り
や
す
く
講
演
す
る
。

　

講
座
内
容
は
、
工
務
店
な

ど
を
対
象
と
し
た
技
術
者
向

け
と
、
一
般
市
民
向
け
が
あ

り
、
技
術
者
向
け
で
は
「
住

宅
の
耐
震
性
向
上
と
効
果
」

「
住
宅
・
建
築
の
環
境
負
荷

低
減
技
術
」「
住
宅
断
熱
外

皮
技
術
」
な
ど
20
テ
ー
マ
、

一
般
市
民
向
け
で
は
「
高
齢

化
対
応
の
住
宅
改
修
」「
住

ま
い
の
雪
対
策
」「
住
宅
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
な
ど
16
テ

ー
マ
を
用
意
す
る
。

　

受
講
対
象
は
、
道
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
概
ね
10

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
、
公
益
性
が
あ
り
、
営
利

目
的
で
な
い
こ
と
が
条
件
。

時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
間
の
２
時
間
以
内
と

し
、
開
催
地
は
道
内
に
限

る
。

※　
　
　
　
　

※

　

依
頼
試
験
、
性
能
評
価
、

施
設
・
機
器
の
利
用
、
出
前

講
座
に
関
す
る
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
企
画
指
導
室

企
画
調
査
科
（
☎
０
１
６

６
・
６
６
・
４
２
１
７
）、

ま
た
は
指
導
支
援
科
（
☎
０

１
６
６
・
６
６
・
４
２
１

８
）
へ
。

る
の
が
依
頼
試
験
。
道
内
の

住
宅
・
建
築
関
連
企
業
な
ど

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
建

築
物
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
試
験
・
調
査
・
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

　

試
験
項
目
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
外
装
材
の
凍
結
融
解

試
験
な
ど
を
行
う
「
強
度
ま

た
は
耐
久
に
関
す
る
試

験
」、
壁
の
耐
火
・
準
耐
火

性
能
試
験
な
ど
を
行
う
「
耐

火
ま
た
は
防
火
に
関
す
る
試

験
」、
暖
房
用
放
熱
器
の
性

能
試
験
や
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
の
放
散
測
定
な
ど
を
行
う

「
熱
、
湿
気
ま
た
は
空
気
質

に
関
す
る
試
験
」、
開
口
部

の
気
密
・
水
密
性
能
試
験
な

ど
を
行
う
「
動
風
圧
に
関
す

る
試
験
」、
音
響
透
過
損
失

試
験
な
ど
を
行
う
「
音
響
に

関
す
る
試
験
」、
建
物
や
市
　

出
前
講
座
で
は
、
各
市
町

村
や
業
界
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

性能評価書交付までのフロー




